
鹿屋市市制施行５周年記念事業鹿屋市市制施行５周年記念事業

【問い合わせ】　市総務課（３階）　☎ 0994-31-1127

　合併後５年の節目を迎え、これまでの市政を振り返るとともに、これからの鹿屋市の飛躍・挑戦
を内外に広く周知し、皆さんと共に進む市政運営の契機とするため、鹿屋市市制施行５周年記念事
業を開催します。

●●鹿屋市市制施行５周年記念関連事業
○冠事業
　鹿屋市保健福祉フェスタ、吾平町体育大会、
　各地区文化祭、かのや第九演奏会　など
○協賛等事業
　 かのやばら祭り2010秋、大隅湖レイクサイド
フェスティバル、ツール・ド・おおすみecoサイク
リング大会　など
○その他
　広報テレビ番組の制作

●●鹿屋市市制施行５周年記念式典
○日時　11月７日（日）　10：30～12：00
○場所　霧島ヶ丘公園ステージ
○内容　
・オープニングセレモニー
　吹奏楽演奏（鹿屋中央高等学校）
　和太鼓演奏（鹿屋農業高等学校）
・記念式典
　市政功労者表彰、
　小学生による未来へのメッセージ　など

「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
綱
引
き
甲
子
園
」

の
参
加
者
を
募
集

●
日
時
＝
11
月
21
日
（
日
）

　

10
時
〜

●
会
場
＝
か
の
や
イ
ベ
ン
ト
広

場
●
種
目
＝
小
学
生
の
部

　
（
１
チ
ー
ム
10
人
）

●
参
加
費

　

＝
１
チ
ー
ム
４
，
０
０
０
円

●
応
募
期
限
＝
11
月
５
日（
金
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
青
年
部
事

務
局

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

３
１
３
５

「
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大

会
」
の
参
加
者
を
募
集

●
日
時
＝
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＝
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＝
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＝
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＝
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＝
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＝
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。
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　市では、少子・高齢化の進展や地域経済の低迷により、今後、財政状
況が厳しくなる中で、健全財政を維持し、強固な行財政基盤を確立する
ため、７月に第２次鹿屋市行政経営改革大綱を策定しました。この大綱
に基づき「透明・迅速な市政運営」を推進し、行政が担うべき役割の重
点化・スリム化、成果重視の視点を取り入れ将来にわたって市民の皆さ
んが安心して暮らせる、「元気な『かのや』づくり」を目指すために行
政経営改革に取り組みます。
　その取組の一つとして、本年９月から市民目線により全ての事務事業をゼロベースで総点検し、真
に必要な事務事業に再構築することを目的に、「外部評価による事業仕分け」を開始しました。
　外部評価による仕分けは、市民等で構成する鹿屋市行政経営改革委員会が全事業（予算事業ベ―ス
で 869 事業）を、平成 23年度までの２年間で行い点検するもので、本年度の第一弾としてまず 50事
業を８日間で実施することとしています。　
　同委員会が実施した仕分け作業の結果は、市長に報告され、市は報告された仕分け結果を最大限尊
重し、来年度予算に反映させます。
　また、仕分け結果については、毎年度末ホームページ等で公表していきます。

【問い合わせ・相談先】　市行財政改革推進課（５階）　☎ 0994-31-1153

第２次鹿屋市行政経営改革の取組

「外部評価による事業仕分け」に着手「外部評価による事業仕分け」に着手
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